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研究成果の概要（和文）：従来の国家主義的、または形而上的な正義を追及する国際歴史教科書

対話が、歴史観の絶対性の前提を無批判に内包する問題を指摘した。さらに、学校教育から獲

得する公的な歴史は、児童・生徒がもつ歴史認識の構築にメディアや市井から獲得する歴史認

識ほどに大きくないことを実証した。そのうえで、歴史教育の目的は、外的に構築された歴史

認識の伝承ではなく、歴史的手法を活用する方法論の修得に設定すべきであることを論じた。 

 
研究成果の概要（英文）：Behind international debates on history textbook controversies, 
it is assumed that there is transcendental facts in history. This study identifies 
theoretical dilemma within such presupposition on the debates around historical 
controversies. Furthermore, this study identifies students’ attained their historical 
consciousness not so much from school curriculum but rather from media and their life 
environment. This study then argues for the need for the building of a dialogue that 
positions history as a method to inquire the past rather than the past itself.   
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１．研究開始当初の背景 

 

 国や民族を超える歴史教育のあり方を考
える試みは、決してあたらしいものではない。
ヨーロッパでは戦後の早い時点で、国家を超
えた共通の歴史教科書の作成を試み、歴史教

科書の記述の差異を解消する試みを多く見
ることができる。しかし、急速に複雑化する
現代社会のダイナミクスにたいして、歴史教
科書の記述をめぐる従来の方法論は十分に
応答できない。さらに、世界の多元化につい
ての認識は、既存の方法論がもつ以下の３つ
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の限界を露呈している。 
 
（１）従来の歴史教育が私たちの帰属意識を
形成するうえで重要な役割を持つことは、
Barton(2001)などの研究が示している。国家
や民族を超えた「共通」の歴史教科書を追及
することは、歴史教育がこれまでになってき
た国民意識や社会への既存意識を形成する
という役割と矛盾するばかりか、その役割自
体を否定する。 
 
（２）「絶対普遍主義への傾倒」をアドルノ
が批判したように、相互理解による共通歴史
教科書の作成は、理解不能な差異や、自己を
否定する他者の存在という、理解の限界を想
定した具体的方法論をもっていない。 
 
（３）すべての国家や民族の領域を超越した
絶対普遍的な理解の基準にもとづく歴史認
識を私たちは持ち得ないという現実。 
 
 急速なグローバル化のもとで多元化する
現代社会において、歴史認識の差異の克服を、
共通した歴史認識の構築を対話によって達
成しようとする取り組みは非現実的である。
本研究は、新しい国際歴史教科書対話のあり
方を探る必要性に応答することを目的に始
められた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、急速に複雑化する現代社会のダ
イナミクスに応答する歴史教育のあり方を
検討し、新たな歴史教育のカリキュラム（及
び指導指針）の構築にむけた指針を示すこと
に取り組んだ。従来の歴史研究と歴史教育に
限定されたアプローチに加え、歴史をめぐる
「記憶とアイデンティティー」を、歴史/政
治哲学的視点から考察し、グローバル化する
現代社会の課題に応答する歴史教育の具体
的方法論とその指針を提案が、本研究が目的
としたところである。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１）日韓の歴史教科書記述をめぐる国際対
話・折衝を対象に、歴史認識の差異が問題化
した経緯とその周辺の言説についてディス
コース分析を実施。 
 
（２）従来の国際歴史教科書対話の成果と課
題を明示し、歴史研究、歴史教育、メディア、
行政の各分野の応答の実際を明らかにする。 
 
（３）児童・生徒を対象に、歴史知識につい

ての定量調査をおこなうと共に、歴史認識の
実際について定性的に調査した。さらに、歴
史認識の構築の過程についても定性調査を
日韓で実施し、歴史認識構築過程における歴
史教育の役割を再検討した。 
 
 
４．研究成果 
 
 第二次世界大戦についての学びを日韓の
中学校卒業時点（義務教育において第二次世
界大戦の学習を終えた時点）の生徒を対象に
調査をおこない、自由記述回答を収集した。
収集した自由記述回答はテキストマイニン
グの手法を用いて分析した。具体的には、
SPSS Text Analytics for Surveys を活用し、
頻度別にキーワードを抽出し、抽出したキー
ワードをもとにカテゴリーを作成した。その

うえで、カテゴリー間の関係性を図式化する
ことで、自由記述回答に記された歴史認識の
概観を示した。 
 上図は、日本の生徒が第二次世界大戦につ
いて重要と考える事項や理解について記述
した内容を、テキストマイニングの手法で分
析したものである。この分析結果は、日本の
生徒が戦争のおこりと出来事を抽象的にと
らえる一方で、原子力爆弾についての学習を
とおして、戦争を感情と結びつけて認識する
学習をしていることを示している。 

 特に、第二次世界大戦について何を学ぶべ
きかについて聞いた設問の結果（上図）をみ
ると、「戦争」と「否定的感情」を結びつけ

 

 



 

 

る線が特に強調されており、戦時中の出来事
についても、戦争と否定的感情を結びつける
事例として触れられている。 
 同様の調査を韓国でおこなった結果（下
図）をみると、韓国の生徒は「出来事につい
ての知識」「原因についての知識」「戦争一般
についての知識」の３点を結ぶ線が顕著であ
り、第二次世界大戦について、そのおこりと
出来事の知識伝達を歴史の学習としてとら
えている。また、戦争を否定的にとらえる感
情についての言及はあるものの、顕著ではな
く、日本の生徒が戦争への否定的感情を強く
示しているのとは対照的であった。 

 従来の歴史認識の差異をめぐる国際歴史
教科書対話は、歴史事実の「正しい」表象を
追及していたが、本研究の調査は、両国間の
歴史教育の差異は歴史事実や歴史認識の差
異では必ずしもないことを示している。歴史
教育の実践における両国間の差異の本質は、
歴史を教育することの目的にあり、歴史にお
ける事実認識や叙述における差異は表象と
しての差異に過ぎないことがうかがえる。 
 日本の歴史教育が、その実際において、戦
争の悲惨さをとおして、戦争に否定的感情を
育むことを目的としているのに対して、韓国
の生徒は、戦争の事実をクロニクルとして学
習することを歴史教育の目的として設定し
ている。 
 このことから、国際歴史教科書対話が二国
間の歴史認識をめぐる差異を表象としてと
らえる一方で、それぞれの歴史教育が設定す
る目的の差異を看過していることが明らか
になった。その上で、本研究は歴史認識の差
異は、歴史教育が設定する目的の差異によっ
て生まれる現象であると位置づけた。この観
点から、本研究は、歴史認識の差異をめぐる
さまざまな議論において、表象としての差異
ではなく目的の差異を検討する必要性を論
じたほか、多元化する世界において共通する
歴史教育の目的として、歴史的方法論の獲得
を設定する必要性を論じた。 
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